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令和 5年度 日本蚕糸学会若手の会主催 

「蚕糸学生交流講演会」プログラム 

 
 

l 日時 2023 年 9 月 15 日 (金) 13:00〜 (12:30 より受付開始) 

l 会場 オンライン (Zoom)  *事前接続テスト: 10:00-11:00 (詳細は 3 ページ) 

l お願い  

・スムーズな運営のため、プログラムを事前にご一読ください。その際、フラッシュトークのグループ (5, 

6 ページ) を各自で必ず確認しておいてください。 

・時間の都合上、全員に対する自己紹介の時間がございません。プログラムと共に配布した自己紹介スライ

ドをぜひ事前にご覧ください。 

・懇親会の際のお飲み物お食事は、開始前にご用意の上ご参加ください。 

l プログラム Zoom での表示名は“氏名(所属略称 学年等)”にしてください. 

[Zoom] https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/j/81280003010?pwd=RmhZKzJBcXN0VFNVMlVOd0ZGRWJIdz09 

12:30-13:00 受付 (Zoom に参加して表示名を変更してください) 

13:00-13:05 フラッシュトーク(5 分研究紹介)の説明 + ブレイクアウトルーム移動 

13:05-13:55 フラッシュトーク(5 分研究紹介) 1 回目 (A-I のグループ) 

13:55-14:00 ブレイクアウトルーム移動 

14:00-14:50 フラッシュトーク(5 分研究紹介) 2 回目 (1-11 のグループ) 

14:50-15:00 休憩 

15:00-15:05 テーマトークの説明 + ブレイクアウトルーム移動 

15:05-15:45 テーマトーク 1 コマ目 

15:45-15:50 ブレイクアウトルーム移動 

15:50-16:30 テーマトーク 2 コマ目 

16:30-16:40 休憩 

16:40-17:40 ピッチコンテスト 

17:40-  懇親会  

https://u-tokyo-ac-jp.zoom.us/j/81280003010?pwd=RmhZKzJBcXN0VFNVMlVOd0ZGRWJIdz09
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運営からのお知らせ 

 

 

l 最新の情報は、slack に掲載しますので、こちらも合わせてご確認ください。また、交流講演会後も引き続

き slack を使用することができますので、ぜひご活用ください。 

https://w1659491859-v5f402401.slack.com 

 

l カメラとマイクについて 

・フラッシュトーク・懇親会ではカメラを ON にしてください。 

・テーマトーク・ピッチコンテスト中はカメラを OFF にしていてください。 

・マイクは必要に応じて ON/OFF を切り替えてください。 

 

l 懇親会は飲食をしながらご参加いただけます。お飲み物お食事は、各自でご用意の上、交流講演会にご参

加ください。 

 

l 当日、想定外のことや困ったことがあったら、いつでも気軽に運営メンバーに声をかけてください。もし

くは、slack の#運営への質問等 チャンネルに書き込んでください (https://w1659491859-

v5f402401.slack.com/archives/C05LA10L4DR)。当日までの質問等も上記のチャンネルに書き込んでくださ

い。 

 

l 注意事項 

・Zoom が使用できるのは当日のみです。 

・発表について、録画録音、スクリーンショットなどは絶対に行わないでください。 

・プログラムや自己紹介スライド、接続先 URL 等を第三者に知らせたり、SNS 等で公開したりしないよう、

くれぐれも取り扱いにご注意ください。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

【事前接続テストについて】  

・交流講演会当日の 10:00-11:00 に事前接続テストを行うことができます。 

・表紙に記載の Zoom の URL から接続可能かどうかを各自でご確認ください。 

・接続できない場合や何か問題がある場合は slack の#運営への質問等 チャンネルにてお知らせください 

(https://w1659491859-v5f402401.slack.com/archives/C05LA10L4DR)。 

  

https://w1659491859-v5f402401.slack.com/
https://w1659491859-v5f402401.slack.com/archives/C05LA10L4DR
https://w1659491859-v5f402401.slack.com/archives/C05LA10L4DR
https://w1659491859-v5f402401.slack.com/archives/C05LA10L4DR
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フラッシュトークについて 

 

 

l フラッシュトークは、Zoom のブレイクアウトルームにグループごとに分かれて行います。1 回目はランダ

ム、2 回目は学年別で 3-5人のグループに分かれて研究発表を行います。移動時間になったら Zoom 上で各

グループのブレイクアウトルームに入室してください。グループ分けは次のページの表もしくは 11 ページ

の参加者一覧をご覧ください。 

 

l 1人 5 分間の発表を行い、5 分間の質疑応答の時間をとります。1 回目のグループのフラッシュトークが終

わった後、5 分間の休憩 (ブレイクアウトルームの移動を兼ねる)を挟んで、2 回目のグループでのフラッシ

ュトークに移ります。 

 

l 発表スライドは、以下をよく読んで当日までにパワーポイントで作成してください。 

・発表タイトルは自己紹介スライドに記載した「現在の研究テーマ」と同一のものにしてください。 

・当日は Zoom の画面共有により発表をする形となります。 

・1人あたり発表 5 分、質疑 5 分です。目安はスライド 5枚程度、上限は 10枚です。 

・最後のスライドは、自己紹介スライドにしてください。 

 

l そのほかの注意事項は以下の通りです。 

・フラッシュトークの目的は、お互いの研究を知ることによって親睦を深めることにあります。普段の学会

では聞けないような基本的なこと、研究の詳しい背景、これからの研究計画・展望、時には趣味などにつ

いて、和やかに質疑応答していただければと思います。 

・発表順は、グループ分け表に書かれている名前の順番となります。 

・自分の発表を終えたら次の発表の司会をして下さい。グループの最初の発表では、最後の発表者が司会を

してください。司会者はタイムキープや質疑の誘導を行ってください。特に質疑の時間を確保したいの

で、発表が 5 分を超過しないように注意して下さい。 

・1 回目のフラッシュトークでは、オーガナイザーを配置します。オーガナイザーは、グループ全員が気軽

に発言できるような雰囲気づくりをお願いします。また、司会進行や質疑応答の手助けをしてください。

2 回目のフラッシュトークでは、オーガナイザーを設けていません。司会進行は、1 回目のフラッシュ

トークと同様の形式でお願いします。 

・フラッシュトークの 1 回の目安時間は 50 分です（転換やブレイクアウトルームへの入退出を考慮して 5

分の余裕を確保しています）。スムーズに進行するため、発表・質疑応答の時間は可能な限り厳守してく

ださい。 

・想定外のことや困ったことがあったら、いつでも気軽に運営メンバーに声をかけてください。  
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グループ分けと発表順 (学生のみ学年を記載) 

1 回目 (○はオーガナイザー) 

A  M1 福田 汰知 ふくだ たいち G  B4 飯泉 雄矢 いいずみ ゆうや 

 ○ D3 廣田 加奈子 ひろた かなこ   M1 伊東 愛花 いとう あいか 

   鈴木 雅京 すずき まさたか  ○  笠原 良太 かさはら りょうた 

  M2 平岩 玲奈 ひらいわ れいな   M1 平澤 郷 ひらさわ ごう 

  M1 関 晃太郎 せき こうたろう      

B  D2 漆原 和輝 うるはら かずき H  M1 四十物 風花 あいもの ふうか 

  D3 柿野 耕平 かきの こうへい  ○  國生 龍平 こくしょう りゅうへい 

  M1 樫山 将光 かしやま まさみつ   B4 坂上 裕喜 さかがみ ゆうき 

  M2 衣川 真由 きぬがわ まゆ   M1 右田 陽 みぎた はる 

 ○  藤本 正太 ふじもと しょうた      

C ○  遠藤 悠 えんどう はるか I  M2 小俣 公洋 おまた ともひろ 

  M1 菊池 将騎 きくち しょうき   M1 庄司 輝介 しょうじ きすけ 

  M2 黒光 玲緒奈 くろみつ れおな   B4 寺島 遼太朗 てらしま りょうたろう 

   藤本 章晃 ふじもと としあき  ○  日野 真人 ひの まさと 

  D2 室 智大 むろ ともひろ      

D  M1 兼田 竜昇 かねだ たつのり      

  M2 佐野 圭祐 さの けいすけ      

 ○  富原 健太 とみはら けんた      

  D3 中西 登志紀 なかにし としき      

  M2 原屋 正龍 はらや せいりゅう      

E  D3 大津 高志 おおつ たかし      

  M2 小野寺 拓 おのでら たく      

  B4 北谷 華穂 きたたに かほ      

  B4 木村 弥優 きむら みゆう      

 ○  庄司 佳祐 しょうじ けいすけ      

F  M1 恩田 昂輝 おんだ こうき      

  M2 佐藤 里奈 さとう りな      

  B4 白田 乃々香 はくた ののか      

 ○  浜島 りな はまじま りな      

  M1 前田麻亜子 まえだ まあこ      

          

  



 

 6 

2 回目 

1  B4 北谷 華穂 きたたに かほ 7  M2 原屋 正龍 はらや せいりゅう 

  B4 飯泉 雄矢 いいずみ ゆうや   M2 小野寺 拓 おのでら たく 

  B4 寺島 遼太朗 てらしま りょうたろう   M2 小俣 公洋 おまた ともひろ 

       M2 黒光 玲緒奈 くろみつ れおな 

          

2  B4 白田 乃々香 はくた ののか 8   藤本 章晃 ふじもと としあき 

  B4 木村 弥優 きむら みゆう   D3 廣田 加奈子 ひろた かなこ 

  B4 坂上 裕喜 さかがみ ゆうき    浜島 りな はまじま りな 

        富原 健太 とみはら けんた 

          

3  M1 伊東 愛花 いとう あいか 9  D3 大津 高志 おおつ たかし 

  M1 右田 陽 みぎた はる    鈴木 雅京 すずき まさたか 

  M1 関 晃太郎 せき こうたろう    藤本 正太 ふじもと しょうた 

  M1 庄司 輝介 しょうじ きすけ    遠藤 悠 えんどう はるか 

          

4  M1 平澤 郷 ひらさわ ごう 10  D2 漆原 和輝 うるはら かずき 

  M1 恩田 昂輝 おんだ こうき    日野 真人 ひの まさと 

  M1 樫山 将光 かしやま まさみつ   D2 室 智大 むろ ともひろ 

  M1 福田 汰知 ふくだ たいち    笠原 良太 かさはら りょうた 

          

5  M1 前田麻亜子 まえだ まあこ 11   國生 龍平 こくしょう りゅうへい 

  M1 菊池 将騎 きくち しょうき   D3 中西 登志紀 なかにし としき 

  M1 兼田 竜昇 かねだ たつのり   D3 柿野 耕平 かきの こうへい 

  M1 四十物 風花 あいもの ふうか    庄司 佳祐 しょうじ けいすけ 

          

6  M2 佐野 圭祐 さの けいすけ      

  M2 佐藤 里奈 さとう りな      

  M2 衣川 真由 きぬがわ まゆ      

  M2 平岩 玲奈 ひらいわ れいな      
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テーマトークについて 

 

l テーマトークは、全部で 6 つあり、Zoom のブレイクアウトルームに分かれて行います。3 つのテーマトー

クを同時に開催し、2 コマ行います。1 コマあたりは 40 分で、コマ間に 5 分の休憩を挟みます。移動時間に

なったら聞きたいテーマのブレイクアウトルームに入室してください。 

 

l テーマトークの詳細とタイムスケジュールは次のページに記載しています。 

 

l 想定外のことや困ったことがあったら、いつでも気軽に運営メンバーに声をかけてください。 

 

テーマトークの詳細 

(1) 若手研究者の座談会「ボクらの時代」(同じ内容を 2 回行います) 

 [オーガナイザー 廣田(東大 D3), 國生(東大 PhD)] 

富原健太さん(東大→未来 ICT山元研)、藤本章晃さん(岩手大→九大)、松田拓也さん(神戸大→九大)の同年代

3人がパネルディスカッションを行います。博士号取得後おおむね 5 年未満の若手研究者が何を考え、どの

ような紆余曲折を経て現在に至るのか、リアルな事情を知ることでみなさんの進路の参考にしていただきた

い！という企画です。 

「研究テーマの変遷とターニングポイントは？」「研究がうまく行かないときどうやって乗り越えたか？」

「学生時代とポスドク以降の違いは？」「いま学部生に戻っても同じ進路をたどるか？」などなど、いろい

ろなお話を聞くことができると思います。 

(2) アカデミア以外の昆虫系学生・研究者のキャリアの可能性 (同じ内容を 2 回行います) 

 [オーガナイザー 柿野(九大 D3), 日野(九大 PhD)] 

前半の 25 分は、博士学生の就活事情に詳しい就活エージェントである株式会社エマージングテクノロジー

ズから代表取締役社長でいらっしゃる深澤様にご登壇いただき、就職活動についての概要、どういったとこ

ろに博士人材の需要があるのか、具体的な博士人材と企業とのマッチング事例についてお話しいただきま

す。質疑応答も行っていただく予定です。 

後半の 15 分は、九州大学で修士号取得後に就職後、社会人ドクターとして出身研究室で博士号を取得され

た、第一三共株式会社 バイオロジクス本部 バイオ医薬第一研究所 森尾様にご登壇いただき、参加者の皆

さんからの質問に答えていただくという形式で行います。 

質問は、現在 slack にて募集中です (https://w1659491859-v5f402401.slack.com/archives/C05NVUNAGTS/p1693980702037969)。 

(3) 研究活動に役立つ！便利ツールの紹介 

 [オーガナイザー 室(東大 D2), 笠原(順大 PhD)] 

「新しく実験を始めたい!」「実験データを解析したい!」と考える人は多いはず。だけど、世の中にサイトや

ソフトがごまんとある中で、どれを使えば良いかわからない人も多いのではないでしょうか? 

https://w1659491859-v5f402401.slack.com/archives/C05NVUNAGTS/p1693980702037969
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 このセッションでは、主に研究初心者を対象として研究材料・試薬の探し方や、得られたデータの解析

法、論文にするための図表作製に便利なツールや参考文献の紹介を行います。「俺がもっと良いツールを教

えてやる!」という経験者の方もお待ちしておりますよ。 

(4) 研究ツール DIY: いろいろ自分で作ってみた 

 [オーガナイザー 藤本 (高崎健大 PhD)] 

研究にはお金がかかるもの。いろいろ実験したいけど、あんな試薬やこんなキットは価格が高くて買いづら

い…、なんてことはありませんか？ 

このテーマトークでは、研究活動を安く快適に行うために、藤本が実践している DIY の方法について紹介し

ます。「Seamless cloning酵素を自作する」「ECL を自作する」「クリーンベンチを自作する」など、研究に

関する様々な DIY について、ゆるーくお話しします。今後の研究活動が快適になる（かも）。 

 

タイムスケジュール *, **は同じ内容です. 

ルーム 1 コマ目 (15:05~15:45) 2 コマ目 (15:50~16:30) 

① (1) 若手研究者の座談会「ボクらの時代」* (1) 若手研究者の座談会「ボクらの時代」* 

② 
(2) アカデミア以外の昆虫系学生・ 

研究者のキャリアの可能性** 

(2) アカデミア以外の昆虫系学生・ 

研究者のキャリアの可能性** 

③ (3) 研究活動に役立つ！便利ツールの紹介 
(4) 研究ツール DIY:  

いろいろ自分で作ってみた 
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ピッチコンテストについて 

 

 

l ピッチコンテストでは、自分の研究が今後どのように面白く展開していくのか、研究の意義や将来性、夢を

語っていただきます。方向性は基礎・応用なんでも構いません。上記を達成するための独自のアプローチを

提案して、パッションで聴衆を引き込んでください。 

 

l 「修士学生部門」「博士学生部門」それぞれ最も評価が高かった演者に最優秀ピッチ賞を授与します。 

 

l 発表時間は 3 分です。スライド枚数やアニメーション・動画等の制限は今回はありません。 

 

l 評価について 

・交流講演会参加者全員が「聞いていてワクワクしたか」という基準のみで 10段階評価します。 

・この評価基準には、研究の面白さ、創造性、情熱、プレゼンの質が内包されています。 

・上記とは別に時間超過のペナルティがあります。時間超過が 10秒を超える場合、1秒につき 1%の減点を

行います（例えば 3 分 15秒の発表は 5%減点）。 

 

l 投票について 

・投票に際しては、以下の URL から投票してください。 

https://forms.gle/k6pxNHAxza5Pg9XSA  

・全員の発表終了後、各発表者の得点を 0-10 で選択してもらいます。 

・二重投票の事故などを防ぐため、参加者 ID として、フラッシュトークの 1 回目と 2 回目のグループを結

合したものを入力してください。この冊子の 10 ページに記載があります。（例：庄司佳祐なら 1 回目は

E、2 回目は 11 なので、E11 と入力）。 

・投票の時間は限られていますので、発表を聞きながら、各発表者の点数をメモしておいてください。 

・みなさんがつけてくれた点数は正規化して合計点数の算出に用います。 

 

 発表順 発表者名 メモ 

修
士
部
門 

1 衣川 真由 (きぬがわ まゆ)  

2 平岩 玲奈 (ひらいわ れいな)  

3 黒光 玲緒奈 (くろみつ れおな)  

博
士
部
門 

4 漆原 和輝 (うるはら かずき)  

5 中西 登志紀 (なかにし としき)  

6 室 智大 (むろ ともひろ)  

https://forms.gle/k6pxNHAxza5Pg9XSA
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懇親会について 

 

l 最初にアイスブレイクとしてゲームを行います。チーム分けはフラッシュトーク 1 回目の割り振りです。 

l 全体説明の後、自分のチーム番号が書いてあるブレイクアウトルームに移動してください。 

l ゲームは 30 分の予定で、それ以降は好きに懇親会をしてください。ブレイクアウトルームの移動も自由で

す。チャット機能も自由に使って、同じ研究対象の人たちで集まったり、同じ学年で集まったり、進路や研

究の相談をしたり、思い思いに楽しく過ごしてください！飲み物を飲んだり、ご飯食べたりも OK です。 

  

l ゲームについて 

・時間になったら slack の general チャンネルにファイルを共有します。その時間からもうすぐ解き始めて

大丈夫です。 

・制限時間は 20 分で、答えがわかったら slack 上の庄司佳祐(東大 phD)まで、slack の DM で答えとチーム

番号を送ってください。タイプミスなども考えて、一度だけ間違いを受け付けます。 

・後ほど、チームごとの成績を slack 上で発表します。チーム対抗なので、うまくチーム内で情報を共有し

て、早く解けるように頑張ってください。そこから戦いです。 

・博士号を持っている方は簡単に解けると思うので、張り切って自分だけで解いたりせず、学生に積極的に

解いてもらえるような雰囲気を作ってもらえると助かります。 
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参加者一覧 (五十音順) 

 

・○は運営を示しています。 

  
氏名 

 

ふりがな 所属機関 学年等 

フラッシュトーク 

1回目 2回目 

あ  四十物 風花 あいもの ふうか 北海道大学 修士課程1年 (M1) H 5 

  飯泉 雄矢 いいずみ ゆうや 北海道大学 学部生 G 1 

  伊東 愛花 いとう あいか 名古屋大学 修士課程1年 (M1) G 3 

 ○ 漆原 和輝（漆 嘯） うるはら かずき（ち しょう） 東京大学 博士課程2年 (D2) B 10 

 ○ 遠藤悠 えんどう はるか 理研CBS 研究員 C 9 

 ○ 大津 高志 おおつ たかし 東京大学 博士課程3年 (D3) E 9 

  小野寺 拓 おのでら たく 東京農工大学 修士課程2年 (M2) E 7 

  小俣 公洋 おまた ともひろ 東京農工大学 修士課程2年 (M2) I 7 

  恩田 昂輝 おんだ こうき 北海道大学 修士課程1年 (M1) F 4 

か ○ 柿野 耕平 かきの こうへい 九州大学 博士課程3年 (D3) B 11 

 ○ 笠原 良太 かさはら りょうた 順天堂大学 ポスドク G 10 

  樫山 将光 かしやま まさみつ 東京農工大学 修士課程1年 (M1) B 4 

  兼田 竜昇 かねだ たつのり 東京大学大学院 修士課程1年 (M1) D 5 

  菊池 将騎 きくち しょうき 岩手大学 修士課程1年 (M1) C 5 

  北谷 華穂 きたたに かほ 名古屋大学 学部生 E 1 

  衣川 真由 きぬがわ まゆ 北海道大学 修士課程2年 (M2) B 6 

  木村 弥優 きむら みゆう 北海道大学 学部生 E 2 

  黒光 玲緒奈 くろみつ れおな 北海道大学 修士課程2年 (M2) C 7 

 ○ 國生 龍平 こくしょう りゅうへい 東京大学 特任研究員 H 11 

さ  坂上 裕喜 さかがみ ゆうき 名古屋大学 学部生 H 2 

  佐藤 里奈 さとう りな 宇都宮大学 修士課程2年 (M2) F 6 

  佐野 圭祐 さの けいすけ 東京農工大学 修士課程2年 (M2) D 6 

  庄司 輝介 しょうじ きすけ 東京大学 修士課程1年 (M1) I 3 

 ○ 庄司 佳祐 しょうじ けいすけ 東京大学 助教 E 11 

  鈴木 雅京 すずき まさたか 東京大学 准教授 A 9 

  関 晃太郎 せき こうたろう 東京農工大学 修士課程1年 (M1) A 3 

た  寺島 遼太朗 てらしま りょうたろう 北海道大学 学部生 I 1 

  富原 健太 とみはら けんた 情報通信研究機構 ポスドク D 8 
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な ○ 中西 登志紀 なかにし としき 北海道大学 博士課程3年 (D3) D 11 

は  白田 乃々香 はくた ののか 東京農工大学 学部生 F 2 

 ○ 浜島 りな はまじま りな 名古屋大学 助教 F 8 

  原屋 正龍 はらや せいりゅう 名古屋大学 修士課程2年 (M2) D 7 

 ○ 日野 真人 ひの まさと 九州大学 助教 I 10 

  平岩 玲奈 ひらいわ れいな 北海道大学 修士課程2年 (M2) A 6 

  平澤 郷 ひらさわ ごう 東京大学 修士課程1年 (M1) G 4 

 ○ 廣田 加奈子 ひろた かなこ 東京大学 博士課程3年 (D3) A 8 

  福田 汰知 ふくだ たいち 九州大学 修士課程1年 (M1) A 4 

 ○ 藤本 正太 ふじもと しょうた 高崎健康福祉大学 助教 B 9 

  藤本 章晃 ふじもと としあき 九州大学 ポスドク C 8 

ま  前田麻亜子 まえだまあこ 北海道大学 修士課程1年 (M1) F 5 

  右田 陽 みぎた はる 東京農工大学 修士課程1年 (M1) H 3 

 ○ 室 智大 むろ ともひろ 東京大学 博士課程2年 (D2) C 10 

 

令和 5 年度 日本蚕糸学会若手の会主催「蚕糸学生交流講演会」運営 

代表     浜島りな 

企画メンバー 遠藤悠・笠原良太・國生龍平・庄司佳祐・日野真人・藤本正太 

学生メンバー 漆原和輝・大津高志・柿野耕平・中西登志紀・廣田加奈子・室智大 


